
「千葉県立美術館活性化基本構想骨子（案）」をもとに、「ミッション」－「基本方針」－「活動計画」の構成により作成する。
※施設整備（案）を含めて検討。
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千葉県立美術館活性化基本構想の作成に向けて 資料３

新たな出会い、
発見の場の創出

県内のアート
プロジェクト
の拠点

次世代の感性
の育成
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骨子（案）

本県ならではのアートな景観の創出
様々な人々や大学と企業との連携
アートを通じた社会課題解決への関心提起
建物の最適な利用方法

コレクション活用、新しいアートの充実
新しいジャンル、作家、作品に出会う機会
レストラン、ショップの充実
県内文化とアートの融合
大髙正人建築の魅力発信

子どもたちの感性の育成
滞在制作などの拡充
若手作家の育成
若手作家同士のコミュニティの創出


